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各財団の最近の活動をご報告いたします。

小平記念日立教育振興財団

特集 （財）日立環境財団 持続可能な社会の実現をめざして

●「高尾基金」茨城大学社会公開セミナー
　地域教育の振興に注力された日立製作所 高尾直三郎元副
社長のご遺族より遺贈を受けた「高尾基金」をもとに、1994年か
ら茨城大学イブニングセミナーを開催してきました。今年度からは
茨城大学大学院生等を対象にした「専門講座（実践産業技術
特論）」と一般の方 も々聴講できる「茨城大学社会公開セミナー

（先端科学トピックス）」の２本立で新たにスタート、さらなる研究・
技術の交流と人的ネットワークの形成をめざします。
　セミナーはどなたでも申し込みなしで参加することができ、関心
のあるテーマのみの参加も可能です。

開催日時 ： 木曜日 18：00〜19：30
開催場所 ： 茨城大学工学部（日立市）･
	 茨城大学理学部（水戸市）
※都合により講師や講演演目が変更に
　なる場合があります。
※詳しくはホームページをご覧ください。
http://www.eng.ibaraki.ac.jp/coope/
seminar/index.html
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薄膜技術の医療、生活への応用
－歯科インプラントから消臭材まで－
尾関 和秀　茨城大学大学院 理工学研究科 機械工学専攻 准教授

計算処理を高速化するために何ができるか
高木 太郎  （株）イマジオム 代表取締役

コンピュータと数学と社会
－コンピュータは数学を理解しているのか？－
宮島 啓一　茨城大学大学院 理工学研究科 電気電子工学専攻 講師

地下水と人と社会
徳永 朋祥　東京大学大学院 新領域創成科学研究科
 環境システム学専攻 准教授

高速増殖炉研究開発の現状
小竹 庄司　  日本原子力研究開発機構 次世代原子力システム

 研究開発部門 炉システム開発計画室 室長

キャノンの光学と計測技術 －測れないものは作れない－ 
本多 徳行　キャノン（株）オプティクス技術開発センター 所長

技術革新による産業構造の大転換
阿部 仁志　（社）科学技術と経済の会 技術経営会議 事務局長

日本鉄鋼業の課題と挑戦
－もの作り産業の基盤、地球環境問題への対応－
小島 彰（社）日本鉄鋼協会 専務理事
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【社会公開セミナー】

2002年のスタートからこれまでに助成を行った38団体の中より、3件の活動をご紹介します。

　日本ウミガメ協議会は、２００９年に放映されたＮＨＫの連続テレ
ビ小説「ウェルかめ」のモデルとなった団体で、近年著しく減少し
ていると言われているウミガメ類の保護と研究活動を行っている
団体です。今年6月に開催された「いきものにぎわい市民活動
大賞」（主催：経団連他）では日立環境財団賞を受賞しました。
　日本の海岸線は、北太平洋で最も重要なアカウミガメの繁殖
場で、今でも西日本の太平洋側を中心に全国各地で産卵がみられ
ます。日本ウミガメ協議会は、日本各地で保全活動を行う個人や
団体の情報交換を円滑に行う媒体となることでウミガメ類の

保護・研究を進めようという目的で設立され、ウミガメのみならず、
その生活の場である海浜や海洋の保護・保全により生物多様性
に寄与しています。また、ウミガメの研究者だけではなく、市民や
行政、漁業者な
ど多くの人と連
携により幅広い
活動を行ってい
ます。

◆ウミガメを通じて生物多様性の保全をめざす（2007年度助成）

〜ウミガメ類混獲防止のための脱出装置の開発〜
NPO法人 日本ウミガメ協議会（代表　亀崎 直樹）

砂浜からの放流日本ウミガメ協議会ホームページ：http://www.umigame.org/top.html

　当財団の助成金を活用して試作された1人乗りの超小型電
気自動車が展示されるということで、電気学会の展示会場（8月24
〜26日、芝浦工業大学）をたずねました。
　この超小型車は彼らがめざす、個人がいつでも自由に、
そして最も効率的に移動するための次世代型モビリティでPCD

（Prominence Commuting Deviceの略）と名づけられていま
す。車とは違う新しい乗り物をめざしたいと、あえてVehicleやCar
ではなくDeviceとしたそうです。
　日本の運輸部門における温室効果ガス発生源の半数は自家
用乗用車が占めています。５００m先のコンビニエンスストアに行く
ためだけに４〜５人乗りの乗用車に1人で乗る、そんな考え方を
見直すきっかけを作りたい、これからは用途によって乗り物を変え

る、そのためにシンプルでエネルギーを浪費しない乗り物が必要
なのではないかという考えから辿り着いたのがこのＰＣＤです。
完成した試作車は、市街地〜郊外の一般道実用走行でwell 
to wheel（注）での温室効果ガス原単位が国内旅客鉄道を下回る
ことが確認できま
した。
　開発に関わる
詳細なデータや
苦労話、走行中の
動画などはプロミ
ネンスのホーム
ページでご覧い
ただけます。

◆この世で一番「エコ」な乗り物をめざして（2009年度助成）

〜鉄道よりエコなパーソナルモビリティの実証〜
ソーラーカーチームプロミネンス（代表　宮村 智也）

開発チームの皆さん（左端：チーム代表の宮村さん）
第１種原動機付自転車（ミニカー）のナンバープレートを
取得。公道で走行可能です。
最高時速：75km/h　１充電の走行距離：90km

　9月某日、本年度の助成金受領団体で、現在プロジェクト進行中
の四日市大学エネルギー環境教育研究会をたずねました。彼らは

「ごみ問題」「食の問題」「エネルギーの多使用」「竹林の荒廃」
「地産地消」など地域社会が抱える問題を解決し、持続可能な
社会を創造することを目的として「伊勢竹鶏物語」という取り組み
を行っています。
　「伊勢竹鶏物語」とは、大量に廃棄されている規格外のパンや
野菜くず等と、間伐で不要になった竹を細かく粉砕し、微生物を
混ぜ発酵させて作った飼料で養鶏を行い、その鶏糞を堆肥化し
て利用し、野菜や穀物を栽培する、という地域内での循環型社会

創造プロジェクトです。この飼料で育てた鶏とその卵は特有の臭い
が無く、卵の味は濃厚と高い評価
を得ており、地元の洋菓子店や老
舗旅館などで歓迎されています。
　この取り組みは大学教授、研究
者、廃棄物事業者、学生、市民、
行政など、多種多様な主体の協力
により行われており、ビジネスモデル
として機能するようになれば、環境
のみならず地域貢献という視点
からも大変大きな意義を持つもの
だと感じました。

◆地域における３R（reduce, reuse, recycle）・循環型社会の創造（2010年度助成）

〜竹鶏物語　３R《地域拡大》プロジェクト〜
四日市大学エネルギー環境教育研究会（代表　新田 義孝）

朝採りの新鮮な卵（スタッフの田代さん）
四日市大学エネルギー環境教育研究会「伊勢竹鶏物語」
ホームページ：http://www.yokkaichi-ene.com/taketo ri/

Team Prominenceホームページ：http://blog.livedoor.jp/team_prominence/
（注）well to wheel：well （井戸＝油田）からwheel（車輪＝自動車）を意味し、末端のＣＯ2排出のみではなく､
エネルギーを産出する段階からの総合的ＣＯ2収支を考えるべきであるという考え方。

日立みらい財団

●こども･みらい･サポート事業の開催
第10回こども･みらい･サポートinきたみ
想像の世界を造ろう！ オホーツク･ウッド･ブロック
　今年度は7月の3日間、北海道北見市で小学生を中心に、全国か
ら集まったBBS会員を含めた107名がウッドブロックに挑戦し
ました。グループごとに分かれ、1cm×3cm×15cmの細い木片であ
るウッドブロックを2万5千個使い、自由に描いた設計図を基に、
橋やタワー、城などをつくりあげました。その後、北見神輿会の
ご協力により子どもたちは神輿担ぎを体験し、ジンギスカンの
バーベキューなども行いました。

●竹内亀次郎記念杯日立市少年少女スポーツ育成大会 開催
　茨城県日立市で2010年8月21･22･23日に、第33回大会を日立市
体育協会と共催で開催しました。日立市市民運動公園など9カ所
を会場とし、野球、バレーボール、ミニバスケットボール、サッカー、
バドミントンの5種目に85チーム
1,220名の小学生が参加しま
した。観客席のご家族からの
声援を受けた子どもたちは、日
頃の成果を十分に発揮し、白熱
した試合を見せてくれました。

ジンギスカンバーベキューの様子 神輿担ぎ体験 バレーボール サッカー

ウッドブロックで城を制作 ウッドブロックで橋を制作 バスケットボール バドミントン

野球

環境NPO助成〜環境問題に取り組む・NPO団体への助成金事業〜環境NPO助成〜環境問題に取り組む・NPO団体への助成金事業〜


